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はじめに

通信技術が勝敗を決める

NCW（Network Centric Warfare：ネットワーク中心の戦闘）体制への移行

•レーダ等の多種多様なセンサで得られた情報を伝達・共有
•事後の行動の意志決定を的確かつ迅速化することが可能
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適時・適切にデータを送受信できる通信ネットワークが不可欠



無線通信技術（ハードウェア無線機）

従来のハードウェア無線機

＜部隊Ａ＞

目的・用途別に、無線機
を開発し、装備

＜部隊Ｂ＞

時には無線機を複数台
部隊運用する必要

異なる無線機間では通信
不可
柔軟な運用が阻害

無線機１

無線機２

無線機３

無線機１

無線機２

無線機３

無線機能をハードウェア（専用回路）で実現
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ＦＭ無線機

ＡＭ無線機

デジタル無線機

ＦＭ＆デジタル無線機

計算機ハードウェア

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
変調S/W

FM変調
S/W

ＡＭソフトウェア

ソフトウェア無線機

ソフトウェアの変更で、様々な通信方式に対応できる無線機

AM変調
S/W

無線通信技術（ソフトウェア無線機）
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通信系構成の具体例

ソフトウェア無線機間の通信

ソフトウェア無線機と
従来無線機との通信

異なる無線機間の中継

陸自無線機 海自無線機

空自無線機

陸

海

空

陸
海

陸自無線機

海自無線機

無線通信技術（ソフトウェア無線機）
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１９９２（Ｈ４）～１９９７（Ｈ９）
SPEAKeasy計画
ソフトウェア無線機の研究開発
Phase-1 ソフトウェア無線機の実現性検証
Phase-2 より実用性の高い無線機の試作

空軍のHAVE QUICKと陸軍のSINCGARSの中継

１９９７（Ｈ９）～２０１２（Ｈ２４）

JTRS（Joint Tactical Radio System）プログラム
陸軍、海軍、空軍、海兵隊の各種戦術無線機をファミリー化する
ことにより相互運用性を確保
ＳＣＡ（Software Communications Architecture）の開発

（２００５（Ｈ１７）、Ver 2.2.2をリリース）

利用目的ごとに５つの分野（ドメイン）に区分し開発
（１）GMR（Ground Mobile Radios）
（２）AMF（Airborne, Maritime and Fixed Station）
（３）HMS（Handheld, Manpack and Small Form Fit）
（４）MIDS（Multifunctional Information Distribution System）
（５）NED（Network Enterprise Domain）

米国のソフトウェア無線機開発
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１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 22 23 24

多変調通信実験装置

移動通信網ソフトウェア実験装置

将来統合無線機

ソフトウェア信号処理

共通アーキテクチャ （日米共同研究）

小型・軽量、搭載運用環境、
異機種間での音声中継

：研究試作

：所内試験/技術試験 個人装備用

次世代近接戦闘
情報共有システム

新野外通信ｼｽﾃﾑ試作(1～３）

技術試験

自衛隊デジタル通信ｼｽﾃﾑ
(戦闘機搭載用)試作(1～2）

ソフトウェア無線機の研究・開発

技術試験
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米国側
ソフトウェア無線機

相互運用

米国変復調ソフトウェア

日本変復調ソフトウェア

SCA準拠変復調ソフトウェア

防衛庁技術研究本部
第2研究所（当時）

国防省
統合プログラム執行事務局（JPEO）

SCA: Software Communications Architecture
ソフト／ハードのシステム設計及び詳細設計全般の基準と
なる標準規約。米国防省統合プログラム執行事務局が提唱。

日本側
ソフトウェア無線機

SCA 準拠のソフト/ハードを用いた無線機を実現

移動通信網ソフトウェア実験装置
（Ｈ１３～Ｈ１８）

JPEO: Joint Program Executive Office 
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ウェアラブル無線機

ヘルメット型

脚部型

腕部型

1
0
0
m
m
 

質量：260ｇ
1
0
0
m
m
 

質量：330ｇ

無線機(VHF)

高周波部(UHF)

ウェアラブル空中線

腕部型

SCA準拠のウェアラブル無線機を実現

次世代近接戦闘情報共有システム
（Ｈ１７～Ｈ２０）
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中継

中継

中継中継

送信側

受信側

地下通路の受信側 建屋１階の送信側情報共有された映像

地下

１ F

地下通路

ウェアラブル無線機による建物内での情報共有を実現

次世代近接戦闘情報共有システム



次世代のソフトウェア無線機

ソフトウェア無線機の特長
○信号処理をソフトウェアで実現
○ソフトウェアの変更で容易に様々な無線機に対応

これまでのソフトウェア無線機は、決められた通信諸
元をソフトウェア化し、それを切り替えるだけ

コグニティブ無線機
無線機の位置、周辺の周波数利用状況、通信要求
（リアルタイム？ データ量大？）から最適な通信諸元を
無線機が判断して変更

Ａ無線機 Ｂ無線機 C無線機

UHF帯

QAM

1Mbps

TDMA

VHF帯

QPSK

100kbps

FDMA

UHF帯

QPSK

10kbps

TDMA

最適通信諸元

UHF帯

QPSK

TDMA

1Mbps

選択

伝送距離

端末数

伝送容量

移動速度

伝送品質

消費電力

通信
トラフィック

使用環境
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ダイナミックスペクトラムアクセス

通信波形自動構成

EHF
SHF
UHF
VHF

周波数

時間
時間的、空間的に利用して
いない周波数を有効活用

次世代のソフトウェア無線機

周波数

他通信系で使用

スペクトラムアグリゲーション

非連続で分散し
た空き周波数を
集約し、高速の
伝送を可能とす
る技術
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まとめ

１ ソフトウェア無線機の特長と過去に技術研究本部で

実施した研究事例について紹介した。

２ 先行してソフトウェア無線機の開発に取り組んでいる

米国の状況について述べた。

３ 次世代のソフトウェア無線機であるコグニティブ無線

機について述べた。
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